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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
モータ駆動されるドライバによってマガジン部に装填されたステープルを綴じ用紙に向け
て打ち出すドライバユニットと、綴じ用紙を貫通したステープルの脚を綴じ用紙の裏面に
沿って折り曲げるクリンチャユニットとを独立させて構成するとともに、各ユニットを所
定間隔を隔ててそれぞれを移動可能に支持させた機器内蔵型のホッチキスにおいて、各ユ
ニットの移動範囲の一方の端部における停止位置をずらして設定するとともに、前記一方
のユニットの停止位置を前記他方のユニットの停止位置よりも移動範囲の内側に設定した
ことを特徴とする機器内蔵型ホッチキス。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、コピー機やファクシミリ機等の機器に内蔵されて、コピー用紙やファクシミリ
受信した用紙を所定枚数毎に綴じ合わせする機器内蔵型の電動ホッチキスに関する。
【従来の技術】
【０００２】
コピー機やファクシミリ機等の事務機器において、これらの機器でコピーやファクシミリ
受信等の処理が行われた用紙を所定の枚数毎に自動的に綴じ合わせするために、電動モー
タ等で駆動されるホッチキスを内蔵した機器が知られている。通常の机上等で使用される
ホッチキスでは、マガジン部に装填されたステープルを綴じ用紙に向けて順次打ち出すよ
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うにしたマガジン部に対して、綴じ用紙を貫通したステープルの脚先端を折り曲げるクリ
ンチャ部とが一端部で互いに枢着支持されて構成されているものであるが、上記のような
事務機器に内蔵されているホッチキスでは、モータによりドライバを駆動してマガジン部
に装填されたステープルを綴じ用紙に向けて順次打ち出すようにしたドライバユニットと
、綴じ用紙を貫通したステープルの脚先端を綴じ用紙の背面に沿って折り曲げるクリンチ
ャユニットとが独立して構成されており、両ユニットが所定の間隔を隔てて機器のフレー
ムに各々が独立して移動可能に支持されている。綴じ用紙は両ユニットの間に供給されて
、両ユニットを同期させて移動・駆動させることにより綴じ用紙の任意の箇所へステープ
ル止めが行われる。このように構成することにより、ドライバユニットとクリンチャユニ
ットの間に両ユニットを枢着支持する機構を必要としないので、コピー機等で処理される
用紙を両ユニットの間で供給・排出方向を自由に設計できるため、例えば用紙を一定方向
に供給排出させるようにする等で機器の設計が容易であり、また処理速度の向上が図れる
というメリットがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記の機器内蔵型のホッチキスにおいては、ドライバユニットのマガジン部へ
のステープルの補充を行う必要があり、また、ドライバによってドライバユニットのマガ
ジン先端部に形成されている打出通路から打ち出されるステープルの脚が、綴じ用紙を貫
通できず座屈してしまい前記打出通路内に詰まってしまうことが希に発生する。これらの
場合には、ドライバユニットをホームポジションへ移動させてドライバユニットのマガジ
ン部へステープルを補充する作業を行ったり、また、ドライバユニットのマガジン先端部
に形成されている打出通路内から詰まったステープルを除去する作業が必要となる場合が
ある。
【０００４】
従来の機構では、綴じ用紙の任意の箇所にステープル止めを行うためドライバユニットと
クリンチャユニットとは上下に整合した状態で同期して移動できるように支持されており
、両ユニットの位置の位置を一致させるために両ユニットの移動範囲の一端側にホームポ
ジションが設定されており、両ユニットをホームポジションに移動させた状態でステープ
ルの装填やジャムステープルの除去作業を行うようにしている。しかしながら、上記両ユ
ニットのホームポジションは同じ位置に設定されているため、両ユニットがホームポジシ
ョンに移動された状態では、ドライバユニットのマガジン部の上方にクリンチャユニット
が位置しているため、ドライバユニットのマガジン部に対してのステープルの装填やジャ
ムステープルの除去作業がやりづらいという問題があった。
【０００５】
本発明は、ドライバユニットとクリンチャユニットとを独立させて移動可能に支持させた
ホッチキスでの、ドライバユニットのマガジン部へのステープル補充のための作業や、マ
ガジン先端部の打出通路内で詰まってしまったジャムステープルの除去の作業を容易に行
うことが可能な機器内蔵型のホッチキスを提供することを課題とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため本発明は、モータ駆動されるドライバによってマガジン部に装填
されたステープルを綴じ用紙に向けて打ち出すドライバユニットと、綴じ用紙を貫通した
ステープルの脚を綴じ用紙の裏面に沿って折り曲げるクリンチャユニットとを独立させて
構成するとともに、各ユニットを所定間隔を隔ててそれぞれを移動可能に支持させた機器
内蔵型のホッチキスにおいて、各ユニットの移動範囲の一方の端部における停止位置をず
らして設定するとともに、前記一方のユニットの停止位置を前記他方のユニットの停止位
置よりも移動範囲の内側に設定したことを特徴とするものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図に示す実施例に基づいて説明する。図１はコピー機、印刷
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機又はファクシミリ等の事務機器の内部に組み込まれて、コピー、印刷又はファックス受
信した所定枚数の用紙を自動的に綴じ合わせる電動ホッチキスを示す。電動ホッチキス１
は、多数のステープルが装填されたマガジン部、該マガジン内のステープルを綴じ用紙に
向けて打ち出すドライバプレート及び前記ドライバプレートを駆動する駆動機構から構成
されているドライバユニット２と、綴じ用紙を貫通したステープルの脚を綴じ用紙の裏面
に沿って折り曲げる可動クリンチャ機構とこれを駆動する駆動機構から構成されているク
リンチャユニット３とからなっている。両ユニット２、３にはそれぞれガイドスリーブ４
、５が一体に形成されており、該ガイドスリーブ４、５を介して事務機器内に形成されて
いる両側のフレーム６間に架設されているガイドロッド７、８に摺動自在に支持されてい
る。
【０００８】
ドライバユニット２とクリンチャユニット３を摺動自在にガイドしているガイドロッド７
、８と平行に各ユニット２、３を各々ガイドロッド７、８に沿って移動させるための駆動
シャフト９、１０が両側のフレーム６間に配置されており、該駆動シャフト９、１０の外
周面には同一ピッチの螺旋溝１１が形成されている。図３及び図４に示すように、ドライ
バユニット２及び各クリンチャユニット３には各々の駆動シャフト９、１０に向けて突出
された係合片１２、１３がそれぞれ設けられており、該係合片１２、１３が駆動シャフト
９、１０の前記螺旋溝１１と係合されることにより、駆動シャフト９、１０の回転に伴っ
て各ユニット２、３がガイドロッド７、８に沿って移動され、綴じ用紙の任意の位置にス
テープル止めを行う。
【０００９】
ドライバユニット２とクリンチャユニット３を移動させるための各々の駆動シャフト９、
１０の回転方向及び回転速度は互いに同期されており、ドライバユニット２とクリンチャ
ユニット３は上下方向に整合した状態でガイドロッド７、８上を同じ方向へ移動される。
これにより、ドライバユニット２から打ち出されるステープルの位置とクリンチャユニッ
ト３の位置がずれることなく移動した任意の位置でステープル止めが確実に行える。駆動
シャフト９、１０の外周面に形成されている螺旋溝１１の断面は駆動シャフトの回転を各
ユニット２、３の移動方向に確実に伝えるため図５に示すように溝の底部が狭くなるよう
にほぼ台形に形成されている。
【００１０】
ドライバユニット２とクリンチャユニット３は、コピー等の処理された綴じ用紙を通過さ
せる用紙通路１４を挟んで上下方向に間隔を隔てて対峙して配置されており、両ユニット
２、３間に形成された用紙通路１４に供給された綴じ用紙の所定位置にステープル止めを
行うように各々が駆動される。なお、両ユニット２、３をステープル止め位置へ移動させ
る制御や、ドライバユニット２とクリンチャユニット３をそれぞれ駆動して綴じ用紙への
ステープル止めを行わせる駆動制御はコピー機等の事務機器側に設けた制御装置により、
コピー等の処理及び用紙の給排処理の制御とともに行われる。
【００１１】
クリンチャユニット３の移動範囲の一側にはクリンチャユニット３の一側への移動範囲を
規制するためのストッパ１５が形成されており、このストッパ１５の端部がクリンチャユ
ニット３のガイドスリーブ５の端部と当接することによりクリンチャユニット３の移動が
阻止されて停止させられる。ドライバユニット２の移動範囲の一側にはストッパが形成さ
れておらず、従ってドライバユニット２は図２に示すようにクリンチャユニット３の停止
位置よりも更に一側方向に移動が可能となっている。
【００１２】
図３及び図４に示すように、駆動シャフト９、１０の螺旋溝１１と係合するドライバユニ
ット２とクリンチャユニット３に設けられている各々の係合片１２、１３は、各ユニット
２、３から駆動シャフト９、１０に向けて突出するようにバネ１６による付勢力が作用さ
れており、このバネ１６の作用により先端部が螺旋溝１１内に収容されるように係合され
ている。ドライバユニット２のマガジン内のステープルが無くなったとき又は、マガジン
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先端部のステープルの打出通路内でステープルがジャムして詰まった場合には、前記制御
装置を介してステープルの装填又はジャムステープル除去の作業を行うように指示が行わ
れる。これらの作業の制御が作動すると駆動シャフト９、１０が回転駆動されてドライバ
ユニット２とクリンチャユニット３が上下に整合した状態で一側方向に移動される。クリ
ンチャユニット３が前記ストッパ１５により停止されたとき、駆動シャフト１０の更なる
回転に伴ってクリンチャユニット３側の係合片１３はバネ１６の付勢力に抗してクリンチ
ャユニット３側に退避動して螺旋溝１１から外れる。このとき、螺旋溝１１の断面は前記
のように台形である為、係合片１３は容易に螺旋溝から離れることができる。ドライバユ
ニット２にはストッパが形成されていないので、駆動シャフト９の回転により更に一側方
向に移動して移動範囲の端部で停止される。
【００１３】
従って、ステープルの装填やジャムステープル除去の作業を行うため、ドライバユニット
２とクリンチャユニット３とを一側に移動させた状態では、ドライバユニット２とクリン
チャユニット３の上下の整合状態が解消し、ドライバユニット２がクリンチャユニット３
よりも更に一側方向に移動するので、ドライバユニット２の上面側に空間が形成されて、
ドライバユニット２のマガジン部へのステープルの補充のための操作及び、ドライバユニ
ット２のマガジン前端部のステープル通路内のジャムステープルの除去作業が楽に行える
ようになる。
【００１４】
ドライバユニット２のマガジン部へのステープルの装填作業や、マガジン先端部からのジ
ャムステープルの除去の作業が終了した後は、駆動シャフト９、１０を逆方向に回転駆動
して両ユニット２、３を反対側の端部まで駆動させて、クリンチャユニット３の係止片１
３が駆動シャフト１０の螺旋溝１１の所定の位置に再度係合するように操作する。このと
き、クリンチャユニット３は係合片１３が駆動シャフト１０の螺旋溝１１の任意位置に係
合してドライバユニット２より先行して他側方向に移動し、他方の端部に形成されている
ホームポジション位置で停止されて係合片１３が螺旋溝１１から外れる。駆動シャフト９
、１０が更に回転することによりドライバユニット２がホームポジション位置まで移動さ
れて、この時点でクリンチャユニット３の係合片１３が駆動シャフト１０の元の螺旋溝１
１位置と係合して、これによりドライバユニット２とクリンチャユニット３とは上下方向
に整合した状態で一緒に移動できるようになり、任意の位置に移動してステープル止めを
行うことができる。また、ドライバユニット２をストッパで停止させ、クリンチャユニッ
ト３が更に一側方向に進むことができる構成にしてもよい。
【００１５】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、ステープルの装填やジャムステープル除去のための作業の
対象となるドライバユニット２の停止位置を、それの上方に配置されるクリンチャユニッ
ト３の停止位置よりも移動範囲の内側に移動できるように設定しているので、これらの作
業時にはドライバユニット２のマガジン部の上部に大きな空間を形成させることができ、
ステープルの装填作業や、ジャムステープルの除去作業が、クリンチャユニット３により
邪魔されること無く、容易に行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】機器内蔵型のホッチキスの通常のステープル止め駆動時の正面図
【図２】ステープル装填作業のために移動した状態の図１と同じ正面図
【図３】図１と同じ状態のクリンチャユニットの係合片と駆動シャフトの関係を示す正面
図
【図４】図２と同じ状態のクリンチャユニットの係合片と駆動シャフトの関係を示す正面
図
【図５】駆動シャフトと係合片の構造を示す拡大断面図
【符号の説明】
１　電動ホッチキス
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２　ドライバユニット
３　クリンチャユニット
４　ガイドスリーブ
５　ガイドスリーブ
６　フレーム
７　ガイドロッド
８　ガイドロッド
９　駆動シャフト
１０　駆動シャフト
１１　螺旋溝
１２　係合片
１３　係合片
１４　用紙通路
１５　ストッパ
１６　バネ

【図１】 【図２】

【図３】
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